
令和6年8月25日、一時的な豪雨で
猪熊通のJR京都線との立体交差部
（アンダーパス）北側（下京区）で道路
が冠水しました。

　6月から10月は、「出水期」と呼ばれ、大雨や台風が多く発生し、河川の氾濫
や道路の冠水などの水害が発生しやすい時期です。
　近年では、台風だけでなく、大雨、特に「線状降水帯」による甚大な被害が
全国で多発しており、注意が必要です。線状降水帯による大雨の発生が予測
される場合は、気象庁が「顕著な大雨に関する気象情報」を発表します。
　出水期には、特に気象情報にご注意ください。
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とは？ 
　右の写真では、救助隊の腰付近まで水が浸かっている様子が分かります。
　南区でも特に市街地が多い学区では、水害リスクが少ないと思われがちです。
しかし、この事例のように市街地等で短時間に大雨が降った際に、側溝や下水道
などによる排水が間に合わず、溢れることがあります。これを内水氾濫といいます。
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は、大雨等で川の水位が上昇し、堤防を越えて溢れること、堤防が
決壊して水が溢れることをいいます。
　水害を起こす氾濫は、大きく分けて「内水氾濫」と「外水氾濫」の2種類です。南区は、
桂川・鴨川・天神川・西高瀬川などの河川もあるので、どちらにも注意が必要です！！

● 自主防災会 �
　自主防災会は、地域住民が「自分たちの地域は
自分たちで守る」という意識に基づき、自主的に
連帯して防災活動を行う防災組織です。
　自主防災会と消防署・区役所が連携して、防災

に関する知識と情報を共有し、地域防災
力の向上を図っています。

● 消防団 �
　平常時は、地域住民の災害対応力を向上させるた
めの指導や訓練、地域の訪問防火指導や巡回パト
ロール、応急手当の普及啓発等を実施しています。
　また、火災現場では、群衆整理、避難誘導、消火活
動の支援、鎮火後の警戒などを行い、早期鎮圧のた
め、消防隊と協力して活動を行います。

　 昭 和30年9月1日、下 京 区 からの
分区に伴い、団長以下10分団236名で
スタートした南消防団は、令和7年に
70周年を迎えます！
　 令 和7年5月1日現 在、12分 団260
名の消防団員が南区の安心・安全のた
めに活動しています。
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避難所体験型研修
実際の避難所での動きなどを
研修を通じて体験。

学区防災訓練
救助活動に必要な知識・技術や、避難所
運営資機材の取扱いなどを訓練。

警戒パトロール及び河川水位監視訓練
地域の安心・安全を守るため、様々な
災害に備えて訓練等を行っています。

⬅�水害の避難行動は�
こちらから

問 地域力推進室（総務・防災担当）（☎681-3439・3階㉝番窓口）

�例えば、地域でこんな活動をしています

大雨の季節!!～出水期に備えよう～

　南海トラフ地震や全国各地で発生
する豪雨災害など、今後起こりうる
災害に備え、地域住民との関わりを
深めるなど、地域コミュニティでの取組
が必要不可欠です。防火・防災の知識
の大切さを知っていただく橋渡しがで
きるよう、今後も努めてまいります。

祝！！南消防団70周年

 指定避難所・指定緊急避難　�
場所等一覧はこちらから➡

地域の防災活動をご紹介

　「災害は、忘れた頃にやっ
てくる」と言われていました
が、近頃では年中行事とい
うくらい多発しています。日
頃から災害に備えておくこと
が大切です。

いざという時の 
ために知っておこう！ �

　私たち消防団は、地域の皆さま
の安心・安全な暮らしを守るため、
日々活動しております。皆さまとの
絆を大切にしながら、
地域に寄り添った活動
を続けてまいります。
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